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スウェーデンの状況
累計感染者数:512203、 死者数:9834

（2021年1⽉13⽇時点） 地図出典︓スウェーデン地図 ‐旅⾏のとも、ZenTech (travel‐zentech.jp)



ウプサラ⼤学
ウプサラ県ウプサラ市
1477年設⽴の北欧最古の⼤学

• 2020年3⽉18⽇（春学期）全⾯オンライン化

• 8⽉31⽇ 秋学期開始

• 10⽉ 第2波のきざし

• 10⽉20⽇ ウプサラ県が感染対策強化

• 2021年1⽉8⽇までに全学で480名の学⽣が感染。

地図出典︓スウェーデン主要都市地図（⽇本語都市名⼊り） ‐旅⾏のとも、
ZenTech (travel‐zentech.jp)



ウプサラ⼤学経済学部の教育

– 学⼠（BA)、修⼠（MA)、博⼠課程（Ph.D.)

– 経済学部教員および、労働市場教育政策評価研究所（IFAU）の研究員が
担当

– コロナ禍における⼆重の課題
– コロナ禍に関連する調査研究への社会的需要増。
– 感染対策をしながらの教育活動と学⽣数増加への対応。



経済学部 経済学部の
学⽣組合

協議

• 秋学期開始当初
• ハイブリッド授業
• 対⾯試験

• 11⽉22⽇
講義の再度全⾯オンライン化

• 12⽉22⽇
試験も全⾯オンライン化

スウェーデン政府、公衆衛⽣庁（Folkhälsomyndigheten）

ウプサラ県 (Region Uppsala)のローカルルール
ウプサラ⼤学全体のルール



ハイブリッド授業

– 経済学部はハイブリッド授業を推奨
– 学期開始時に教員向け講習会有り
– 100⼈以上⼊る講義室に50⼈まで
– 対⾯授業をZoomでも同時配信
– iPad （学部から貸与）のスクリーンを

シェアし、⿊板として利⽤
– Zoom参加が常に多数派
– しかし11⽉末に再度完全オンライン化

感染対策がとられた講義室の様⼦



担当講義
修⼠課程1年⽣
Topics in Microeconomics II: Economics of Education

– 開講直前に完全オンライン化決定。
– Zoomを利⽤したライブ授業。
– 教育政策にかんする経済学論⽂を解説する、レクチャー形式の授業。

– 教育バウチャー制度や少⼈数学級の因果効果、など。
– コロナ禍に関連した研究も扱う。

– 受講⽣約35名
– 例年より10⼈ほど多い。
– 多様なバックグラウンド：ウプサラ⼤＋スウェーデン農業科学⼤学の学⽣。

– いかに学⽣さんのフィードバックを得ていくかが課題。



講義前に “⾍⾷い状”にし
たスライド配布、iPad利
⽤で講義中に書き込みな
がら解説。

• 数式やグラフがよくでてくる

• ⼿を動かして理解する。

• 集中⼒持続。

• 重要な箇所で⾃動的にスロー
ダウンできる効果も。

グラフを⼿書きする例（左︓講義前、右︓講義後）

数式を⼿書きする例（左︓講義前、右︓講義後）



講義後のオンラインクイズ

• Google formのクイズ機能を利
⽤。

• 選択式問題、⾃動採点。

• 講義スライドにQRコード添付。
スマホからアクセス可。

• 成績評価には⼊らないものの、
毎回過半数の学⽣さんがとり
くんでいた。

• どこで学⽣さんがつまづいて
いたかが、すぐにわかる。

• 講義レベルの修正、期末試験
のレベル設定に役⽴つ。



クイズ例 採点結果



録画は後⽇公開

• 朝の講義だったが、毎回30名
以上の出席があった。

• 録画は9講義あわせて51Views。

• 数式を多⽤する講義の録画再
⽣数が多い。

• 録画はあくまで、復習、ある
いはやむなく⽋席した場合に
のみ利⽤されていたよう。



オンライン試験

– Inspera Assessment を利⽤し、⾃宅からデジタル試験を受ける。
– https://www.timeshighereducation.com/hub/inspera/p/future-digital-

assessment-covid-19-short-courses-and-beyond
– 公正性の担保が課題

– EU⼀般データ保護規則（GDPR General Data Protection Regulation）に
基づき、AIを使ったオンライン試験監督システムは使⽤しない。

– 記憶⼒勝負の試験から、「その場で必要な情報を調べ、思考し、論述す
る」⼒を測る試験へのシフト。

– 成績の⼊⼒が容易に。
– 試験結果の分析も容易になるだろう。



ポストコロナの時代に向けて

コロナ禍を機会に、経済学部の教育のデジタル化はさらに進むだろう

– 課題：
– 学習機会の格差や情報の格差が広がらないような⼯夫が必要。

– 前向きな発⾒：
– オンラインクイズや試験、録画の視聴具合など、学⽣さんの学習状況の全容

を把握、分析、蓄積することが可能になる。
– デジタル化時代の要請にあった⼈材の育成につながる（か？）。


